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23)短期間をこ複数の動脈閉塞を禽併した上腸 間
膜動脈血栓症の 2例
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我 は々その発症前後に他の動脈閉塞を合併Lた上腸間

膜動脈血栓症を2例経験した.症例1は本症に対L,十勝

広汎切除施行後,第6病日に右大腿動脈血栓症を併発 し

たが,血栓除去によL/)右下肢の血行回復をみた.症例2

は′ト脳梗塞発症後12日めに本症を発症し.小腺亜全摘及

び上行結腸切除を要した.

上腸間膜動脈血栓症はその早期診断の難しさゆえに依

然救命困難な疾患であるが,基礎に他の動脈閉塞を有す

る急性腹症をふた場合,本症を念頭において早期に外科

的治療の必要性を検討することがその救命率向上のため

重要と考え,経験した2例の経過を報質 した.

特 別 講 演

｢胆 石 症｣

一診療の遊歩一

筑波大学臨床医学系内科教授

入 管 俊 明 先生

第 且88回新潟 鰭 環 器 談 話 会

El 時 1;･F)に3年 9月 7E](:1-_)

会 場 新潟入学医学部 第五講義室

一 般 演 題

1)ST上昇をともなった torsadedepointes
の 2例

畠野 達郎 ･政 .I_ 文明 (桑名病院討酎買器科1

虚血性心疾患との鑑別を要 した torsadedep()illteS

(Tdp)の2例を経験 した.

症例1.70才女性,胸痛および失神発作を訴えで来院.

血清 Mg低下を認めた.症例2.77才女性∴~~F軌 四

肢脱力を訴え当院に入院 した. 血清 K,Ca及び Mg

の低下を認めた,いずれもTdpを多発することが確認

され また胸痛と心電図上持続する ST上昇,QTcの

延長を認めた.この2例に対しST上昇時に緊急冠動

脈遺影を行ったが心電図変化及び胸痛に対応する冠動脈
病変を認めなかった.2例とも電解質異常の補正を行い,

ST レベ′し及び QTcの正常化をふとめ Tdpは出現 し

なくなり胸痛は消失 した.これらの症例では S′r上昇

は電解質異常によるものとおもわれた.QT延長のふ

なL--)ず ST上昇もTdpの危険性を予知する所見と考
えr)わた.

2)薬物 負荷に反応をし.肺動脈圧の低下を認
めた PPfi G')1例
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症例は11歳女児である.既往歴 ･家族歴に特記事項は

ない,1991年2月と3月の2回,数分間の意識消失が

あり県立新発田病院′ト児科を受診しPPH を疑われ当

科を紹介され入院 した.当科で諸検査の結果診断をPPH

と確定 した.心瞭カテーテ′レ検査時に施行した各種薬物

肝の有意な低下を認めた.同時期に施行 した肺血流シン

チグラムでは,び慢性の潅流欠損を認めた.以上の所見

かド･),血管拡張剤,抗舞岡剤を投与 し経過観察した.約

1カ月の治療後2回日の肺血流シンチグラムを施行 した

ところ,右S3,4.5及び左S9,10債域に血流の改

善を認めた.また治療前後で記録 した体表面7､ソビング

で石室負荷所見の改善を認めた. しかし治療前後で記録

したクリr17ム心筋シンチグラム,超音波検査.上の改善は

認めなか一･)た.現在外来で血管拡張剤と抗凍間剤を投与

し経過観察をしているが,日常生活J二大きな問題はない.
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完全断酒では改善しなかった7ルニ~･!-′し性心筋症に対

し, メトプロロールを1年間投与 し,心機能の改善を認

めたので報告する.症例55歳男性,純ユタノー一一一ル換算で

咲)m卜日×20年間の飲酒歴があり,うっ血性心不全状態

で入院,3JT一月間の断酒投薬でも.NYm 田O,左妻壁

運動低下,低心拍.LIJ.量が持続するため. メトプロ亡･コ-ル

3Omg用 を投与Ll年後の心機能を検討 Lた.血圧 130:/


